
◆高知県内の重要港湾における岸壁の安定的な利用のための整備や大規模地震に備えた防災・減災対策の推進

地域経済を支える港湾の既存施設の有効活用と災害対応力の強化

◆湾口防波堤がH26.3竣工

◆防波堤が未完成のため、波浪の影響を受けやすい

・津波に対する安全性が格段に向上
・静穏度が向上したことにより、臨海部企業の生産活動
が活発化
→H26以降港湾取扱貨物量（フェリー除く）が四国１位

政策提言：

[宿 毛 湾 港]

○既存岸壁等を最大限に活用するための防波堤の整備促進と、防災・減災効果を発揮する防波堤の粘り強い化には、莫大な
予算が必要であるため、予算の重点配分をお願いします。

[須 崎 港]

◆大水深岸壁整備に向けた港湾計画改訂（Ｈ２９）

防波堤の粘り強い化が必要

交流施設

-7.5ｍ岸壁

池島第２防波堤380ｍ
（380m概成予定）

池島第１防波堤300ｍ
（整備済み延長L=300m）

-10ｍ岸壁

分譲地
(H28分譲開始）

分譲中

緑地

分譲地
H29水産加工
業者進出（０．５８ha）

防波堤の粘り強い化・嵩上げ

Ｈ１９年度
企業進出
（１２ha）

H30迄整備
H31整備

R2以降整備予定

H30迄整備
H31整備

R2以降整備予定



高知新港の利活用に向けた取り組み （参考資料）


